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個性とコミュニケーション ／ 共鳴トンネル現象を制御する
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壁を薄くすれば、

トンネルできる。

壁を乗り越えられないはずの粒子も・・・
（質量を持つモノ）

壁には、
共鳴を引き起こす

有用な役割がある。

壁は個性を守る一方、
コミュニケーションを

許可している。
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https://twitter.com/Masao_Sakuraba/status/779532088626196481

• Hiroshima
• Nagasaki
• Okinawa 

(Victims of Himeyuri Students, …)

途方もなく高い壁をトンネルする ／ 同じ地球に生まれた仲間

Dresden, London, …

Palestina, Siria, …

https://twitter.com/Masao_Sakuraba/status/929306324084563968
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政治と科学のかい離 ／ 可能性は見落とされる ／ 科学とは疑うこと

「“科学技術“が進展すると武器・兵器開発に使われるのか？」という疑問

“ナイフ”の使い道を決めるのは人間である。
その使い道を決めたのは誰なのか？ ⇒ 決めた責任が問われる。

“人間の在り方”を発展させながら、“科学技術”に命を吹き込む。

研究と教育は科学の両輪であって、切り離すことはできない。

資源を無駄に消費しないのは
当たり前。

“もったいない”。
↓ だから、

現代の二酸化炭素排出量に対する
考え方の方向性は間違っていない。

でも・・・仮説の根拠があやしい。

科学者の誠実さ・見識はどこへ？https://twitter.com/Masao_Sakuraba/status/941645279530328064
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